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　ナノテクノロジーが社会に与える総合的な影響に注目が集まる中、 国際リスク管理委員会 （IRGC）














（IRGC：International Risk Governance Council）２）
は、急速に進展するナノテクノロジーの研究開発
と社会・経済への影響において、リスク管理への
政府の役割について、2006年１月 24日、報告書を
発表した。IRGCは、今後の社会・経済におけるリ
スク管理の問題解決を支援するため、2003 年にス
イスに設置された、政府・企業など種々のセクタ
ーを支援する非営利組織である。IRGCはグローバ
ルな議論のためのプラットフォームを提供するこ
とによって、価値の創造や科学的知識の取り纏め
を行い、提言することをそのミッションとしてい
る。現在、「危険性とリスク管理の基本概念」、「決
定的に重要な社会基盤」、「ナノテクノロジー」の
三つのプロジェクトを推進している。
　今回の報告書はナノテクノロジーのリスク管理
に関する「政府の役割」について、2005 年の７～
11月に行われた国際的なアンケート調査の結果を
まとめたものである。本調査には、米国、中国、
日本など 11カ国から 14名が参加した。日本から
は総合科学技術会議事務局、C科学技術振興機構、
C産業技術総合研究所が参加している。調査票は
16の国や経済圏に送付され、12の回答が得られた。
　この調査では、①ナノテクに関するプロジェク
トや予算投入にはどんなものがあるか、②ナノテ
クに直接適用される法律、規則の有無、③ナノテ
クを支援する組織はどんなものがあるか、④ナノ
テクを管理するアプローチはどんなものがあるか、
⑤政府とNGO、その他の組織との横のつながりは
どうか、など15の設問が設けられた。調査結果を
元に、ナノテクノロジーのリスク管理についての
ステークホルダーの関与、リスクコミュニケーショ
ン注）、研究開発などの領域で、48の提言が導かれた。
　提言は四つの管理戦略のタイプに分けられ、例
えば以下のようなものが挙げられている。
〈リスク研究の勧め〉
蘆 ナノテクの応用ごとに定めたリスク評価手順の活用
蘆 水、エネルギー、材料など、キーになる領域
の研究開発への投資の継続
〈ステークホルダーの関与〉
蘆 リスク管理をウオッチする専属の市民グルー
プの必要性
蘆研究開発への社会科学者の参加
〈リスクコミュニケーション〉
蘆流布されているリスクの定期的な再評価
蘆予期しないような二次的な結果の情報伝達
〈管理アプローチ〉
蘆国際的な規則を監督する超国家的な組織の設立
蘆 個別問題に特化した専門家アドバイザリー委
員会
蘆 摩擦を起こしている国家間の調整をする国連
の役割
　今後さらに政府、産業界、学術、研究の各部門
から選ばれた専門家によるワークショップを経て、
キーになるステークホルダー会議（７月開催予定）
において合意事項を取り纏め、最終的な提言とし
て公表される予定である。
参考：１）  科学技術動向2005年8月号「ナノテクノロジー
の社会受容促進に関する総合的調査研究が始動」
 ２） IRGC：http://www.irgc.org/
注） リスクコミュニケーション：リスクに関する情報を利
害関係者間において共有すること。
